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2023World Triathlon Competition Rules
主な変更点について

• 本資料は、2022/12/02に公開された2023 World Triathlon
Competition Rulesの改訂内容の主要改訂ポイントに関して紹介するも
のです。（その後2023/02/08に再改訂版が公開された。この再改訂の
主要点も反映）
• 2023World Triathlon Competition Rulesは、World triathlonサ

イトに公開された英⽂が原⽂であり、英⽂と和⽂に差異がある場合は、英
⽂の意味を優先します。
• World Triathlonは、TRIと略します。



選⼿規範

• 競技⽤にセッティングされた機材を変更してはならない。︓追加 2.1

• スイム・バイク・全体の制限時間がTDによってされ、レジストレーション前資料に掲載さ
れなければならない。︓削除 2.4



選⼿規範
• 性転換⼿術を受け、競技会への参加を希望するアスリートに関する条⽂

︓削除 2.5
• ⾼アンドロゲン症の可能性がある⼥性アスリートに関する条⽂

︓削除 2.5
• 男⼦または⼥⼦レースへの選⼿資格は、下記基準による︓追加 2.5

● World Triathlon(TRI) の男⼥資格ガイドライン
● トランスジェンダーのアスリートのためのWorld Triathlon (TRI)資格規則
● World Triathlon (TRI) ノンバイナリー ポリシー

LGBT関連

ジェンダー判断は、新しい基準に︕



選⼿規範

• registration対象に選⼿、コーチの他にサポートチームが追加︓2.7（詳細10.9）

• エイジの選⼿配布物からアスリートガイド削除︓2.7



選⼿規範

• エリート、U23、ジュニアのスタンダード以下の距離の⼤会では、袖のないユニフォームを使⽤。
肩を覆う部分は、最⼤で肩甲上腕関節まで延ばしてもよい。追加︓2.8

ユニフォーム関連



選⼿規範 ユニフォーム関連

• エイジとパラの選⼿は、ジッパーのないユニフォーム、前部または後部にジッパーがあるユニフォー
ムを着⽤可能。 ジッパーの⻑さは40cm以内。 フロント ジッパーは、ジッパーを上げる必要があ
る最後の 200 メートルを除いて、競技中に胸⾻の端まで外すことができる。追加︓2.8

• エリート、U23、ジュニアの選⼿も、ミドル、ロングの⼤会においては、エイジと同じ。追加︓2.8

エイジ⼤会で、フロントジッパーのユニフォーム使⽤可能。

肋⾻のつながっている範囲まで



選⼿規範 ユニフォーム関連

• エリート、U23、ジュニア、ユースの選⼿は、スタンダード以下の距離の⼤会でジッパー
なしのユニフォーム、または 40 cm 以内のジッパーが後ろにあるユニフォームを着⽤
することができる。追加︓2.8



選⼿規範

• DNS（スタートしなかった選⼿・チーム）に競技説明会に参加しなかった選⼿・
チームを追加 ︓2.11

• 同着DSQ⽂⾔に「意図的に」が追加



選⼿規範
• タイミングチップの運⽤に関する詳細追加︓2.11

（タイミングチップの使⽤と数量にはTDの承認が必要。TOは、選⼿の装着状態を確認等。）



選⼿規範
• タイミングチップの運⽤に関する詳細追加︓2.11

（タイミングチップの使⽤と数量にはTDの承認が必要。TOは、選⼿の装着状態を確認等。）

選⼿がレース中に計測チップを紛失したことが発覚した場合、TO は T1
または T2 のいずれかで交換チップを提供することができる。 代わりの計測
チップを使⽤するかどうかは選⼿が決定する。 選⼿がそれを取らなかった場
合、そのスプリットは登録されず、結果に掲載されない場合がある。 特に、
エイジグループのレースでは、選⼿がレース全体を完⾛したと判断できない
場合、計測チップを紛失した場合は失格となる可能性がある。

T1、T2に予備の計測チップを⽤意。



選⼿規範
• 競技が中断された場合、再開は少なくとも中断から45分以上経過後とする。︓

2.12



ペナルティ

•ペナルティに違反分類「B」,「R」追加︓3.4
（Bike Behavior 、Run Behavior ）



ペナルティ

• その場でのペナルティ（イエローカードで停⽌された選⼿が前に進むとペナ
ルティの計時がとまり、⽴ち⽌まれば、再スタート）︓3.5
• ペナルティが完了したら、TOは、”GO“と⾔って、選⼿をスタートさせる。︓
3.5



ペナルティ
•上訴の権利で下記が明記他︓3.9

「ドラフティング」「既に課せられたタイムペナルティ」については上訴できない。
タイムペナルティを受けていなければ、上訴できる。



スイム
• TDは、スイム始まりとスイム終わり以外の場所で地⾯をけって進むことを認めることがで

きる︓追加 4.1

• スイムスキン︓⽔温によらず着⽤可。ユニフォーム規則に則っている必要がある。スタン
ダードの距離以下では、スイムだけでなく⼤会中着⽤義務︓追加 4.11



スイム
• 選⼿が周囲に⼗分な注意を払うことを妨げない限り、電⼦機器の使⽤の許可︓

追加 4.11（通信機器、⾳楽再⽣、写真撮影は禁⽌、（運動記録等は
可））

• ポリウレタン、ネオプレン素材のスーツ、ベストの使⽤禁⽌︓追加 4.11
• 浮⼒のあるショーツ使⽤禁⽌︓追加 4.11



バイク
• 危険⾏為に下記追加︓5.1 （違反分類 B）
• 選⼿がバイク中に他の選⼿を横切ったり、偶発的に接

触しても、すぐに離れ、クラッシュを引き起こさなかった場
合、その選⼿はペナルティを受けない。

• 選⼿がバイク中に危険な⽅法で他の選⼿を横切ったり、
他の選⼿と接触しても離れずに他の選⼿の進⾏を妨げ
続けた場合、その選⼿はタイムペナルティを受ける。

• 選⼿がバイク中に故意に別の選⼿を標的にし、彼らの
進⾏を妨げ、不当なアドバンテージを得て、危害や衝突
を引き起こす可能性がある場合、その選⼿は失格となり、
出場停⽌または除名処分の対象としてワールドトライア
スロン仲裁裁判所に報告される可能性がある。

• さらに、WTCS、WC、WTPS、WPCでは、選⼿が 1 
暦年に 2 回この規則に違反したことで罰せられた場合、
その選⼿はそれらの次のイベントへの出場を認められま
せん。この制裁は、3 回⽬、4 回⽬以降の違反にも適
⽤される。

ブロッキング、チャージングが違反分類Bに



バイク
• エリート等のサドル位置例外申請の有効期間4年間︓追加 5.2

• バイクの⽬視確認がトランジションチェックイン前も可能に︓改訂 5.3



バイク
• ドラフティング、許可レース、禁⽌レースの表︓改訂 5.5 （デュアスロン スーパースプ

リント追加等）



エイジは、ハンドルバー、クリップオンにボトル
を装着可能：追加５．２

クリップオン（DHバー）︓2023年よりドラフティ
ング許可レースでは、使⽤禁⽌





バイク乗⾞姿勢に関する2022規則改正が
2023年より施⾏

基本選⼿と⾃転⾞の接触は︓⼿ーハンドル
⾜ーペダル
お尻ーサドル

だけ。但し、ドラフティング禁⽌レースでは、クリップオンをつけ、ハンドルやクリップオンに肘や
前腕を置いて、クリップオンを⼿で握ることが可能。



Image 1 Allowed positions in all races:
イメージ１:全てのレースで許可される

ダンシング等で腰をサドルの上に浮かすことはできる
が、イメージ３の姿勢は禁⽌。
サドルにおけるのは、お尻だけ

Image 2: Allowed position only in draft illegal races:
イメージ２︓ドラフティング禁⽌レースではクリップオンを使⽤可能
（エアクリップオンは、全レースで禁⽌）

Image 3: Forbidden positions in all races:
イメージ３︓全てのレースで禁⽌される

お尻をサドルの前に持ってきたりやサドルの後ろにもって
きてサドルの上に胸を当てることは、禁⽌

ブレーキをかけられる状態でハンドルを握ることが基本





エアクリップオンは、全レースで禁⽌



ハンドルに前腕が載っている。ハンドルを持っていない。



お尻がトップチューブに載っている。



お尻以外がサドルに接触。



お尻以外がサドルに接触。



新形状製品は、事前申請＆許可が必要。



ラン
• 危険⾏為に下記追加︓6.1 （違反分類 R）
• 選⼿がラン中に他の選⼿と偶発的に接触しても、すぐに離れ、転倒を引き起こさなかった場合、その選

⼿はペナルティを受けない。
• 選⼿がラン中に他の選⼿と接触し、他の選⼿の進⾏を妨げ続け、離れない場合、その選⼿はタイム ペ

ナルティを受ける。
• 選⼿がラン中に故意に他の選⼿を標的にし、彼らの進⾏を妨げ、不当な優位性を得て、危害や転倒

を引き起こす可能性がある場合、その選⼿は失格となり、出場停⽌または除名の対象としてTRI仲裁
裁判所に報告される場合がある。



ラン
• 禁⽌⽤具に靴の項⽬、パラ選⼿以外の松葉杖、ステッキ、ポール追加 6.4

• TRIは、すべてのトライアスロンおよびその他の関連す
るマルチスポーツのロードイベントにおいて World 
Athletics' Shoe Regulationsを適⽤する。

• World Athleticsʻ Shoe Regulations で定義さ
れているように、カスタマイズされた靴は、TRI技術委
員会 の承認を得た後、⼤会で着⽤することが許可
される。

• World Athletics' Shoe Regulations で定義さ
れている開発⽤シューズは、すべての TRI認定イベン
トで使⽤できる。

• 選⼿は、競技前、競技中、または競技後に無作為
に靴を検査される。



トランジション
• ⽤具の位置︓追加 7.1

• 最後のトランジションの終わりまでに、使⽤されているかどうかに関係なく、すべて
の⽤具は、次の例外を除いて、指定された容器に保管する必要がある。

（ペダルに固定されたバイクシューズ。ヘルメット、サングラスを除くT1よりバイクに取り付けられたもの。）

• スイム出⼝とトランジションの間でスイム キャップを投げ捨てるのをTOが確認し
た選⼿は、ペナルティを受ける。



トランジション
• マウントラインで乗⾞するのではなく、トランジションから直ぐに乗⾞した選⼿は失格とな

る︓追加 7.1

• ディスマウントラインで降⾞せず、トランジションまで⾃転⾞に乗った選⼿は失格とな
る︓追加 7.1

• すべての選⼿は、⾃転⾞セグメントの開始前にラックから⾃転⾞を取り外す前にヘ
ルメットをしっかりと固定し、⾃転⾞をラックに置いてフィニッシュ後に⼿放すまで、ヘ
ルメットのロック機構に触れてはならない。︓追加 7.1

トランジションの選⼿の動きを複数台のiPad等で録画することが望ましい。





競技カテゴリ
•世界選⼿権のカテゴリ表︓改訂 8.1

（エリート アクアスロン チームリレー追加、パラトライアスロン チームリレー追加等）



イベント
•雷で中断した競技の再開は、最後の雷から30分後︓10.5

• サポートチームの項追加︓10.9
NF は、アスリートと NF 代表団をサポートするクルーをレースに参加させることができる。 このクルーは、
次のカテゴリで構成される: コーチ、メディカル、バイク メカニック、スキーマン、および NF の代表者。
TRIは、特定のイベントで必要に応じて他のカテゴリを追加する場合がある。 コーチおよびメディカルの
カテゴリーにエントリーする⼈は、アンチ・ドーピング教育コースを修了する必要がある。



イベント

•複数ステージからなる競技変更時の⼤会ポイントに関する規定に追加︓
10.11

複数のステージ (準決勝/決勝形式、エリミネーター形式、アリーナゲーム、屋内イベントなど) があり、1 つ
または複数のステージが変更された⼤会の場合、ポイントの削減は最終ステージまたはフェーズの変更によ
り決定する。 最終ステージまたはフェーズが変更されない場合、ポイントの減少はない。 A 決勝と B 決勝
の場合、A 決勝形式が減点を決定する。



TO

• Level 1,2,3a,3b︓11.9



抗議・上訴

•全⽂書き換え



パラトライアスロン
• （スポーツクラス間の調整時間の変更）17.5

2022

2022



パラトライアスロン
• （トランジション）17.10
最初のトランジションスポットの後、マウントラインの前にポストトランジション エリアが設けられ、ト
ランジションで⻑距離をジャンプしたくない選⼿が使⽤する義⾜を降ろすことができる。 その⽤具は、
TOまたは TD によってこの⾏為を実⾏する権限を与えられた⼈物によって、トランジションゾーンの選
⼿のスペースに戻される。 その⽤具は、選⼿のレース番号で明確に識別されなければならない。



パラトライアスロン
• PTVI1 選⼿が使⽤するブラックアウトゴーグルに追記︓フレームのみにロゴが許され

る。 ︓追加 17.17

• 外部⽀援︓追加 17.18
パラ トライアスロン選⼿が、事故後にハンドサイクル/レース⽤⾞椅⼦または⾃転⾞に戻ることができる
ように⽀援を提供できまる。 いかなる機械的修理も、外部からの⽀援なしに選⼿が⾏う必要がある。
援助は、TO、⼤会スタッフ、または同じレースに参加している別の選⼿によってのみ提供される。



APPENDIX A 競技の距離とエイジの要件
• ⼤会カテゴリのデュアスロンの表にスーパースプリント追加︓23
• ウィンターデュアスロンの距離に変更︓23



•上訴のフォーマットが廃⽌され、記述すべき
項⽬だけを明⽰。

APPENDIX C 上訴内容



APPENDIX D 定義
• ⽤語定義に下記追加他︓26
上訴︓TRI仲介裁判所に加えて不適格性に関しては、TRIアンチドーピングヒアリング委員会が対応

抗議︓HRの決定も追加



APPENDIX F TRI認定識別ガイドライン

• 国名コードの⼤きさ（⻑さ）︓6-10cm削除 28 5.1



APPENDIX K ペナルティと違反
• 6,7 削除︓33
不正な接触に関する違反。意図的なら失格。

• 18 追加︓33
FOPでユニフォームを両肩まで着⽤していない。→警告と是正。できなければ失格。



APPENDIX K ペナルティと違反
• 63 追加︓33
ウェットスーツが許可されていないショート以下の⼤会でトライスーツ／スイムスキンを脱ぐこと。→警告
と是正。できなければ失格。

• 64 追加︓33
トランジションで⾃転⾞を持っているときにヘルメットのロック機構に触れる。
→エイジは、警告と是正。エリートは、タイムペナルティ

トランジションの選⼿の動きを複数台のiPad等で録画することが望ましい。



APPENDIX K ペナルティと違反
• 65 追加︓33

スイム終わりからトランジションの間でスイムキャップを投げ捨てるのをTOが確認。→エイジ︓警告と是
正。エリート、パラ︓タイムペナルティ

• 66 追加︓33
マウントラインではなく、トランジションの位置から乗⾞。→失格

• 6７ 追加︓33
ディスマウントラインで降⾞せず、トランジションの位置まで乗⾞。→失格



APPENDIX K ペナルティと違反

• 82 追加︓33

追い越し禁⽌区間での追い越し︓タイムペナルティ



• 90 追加 P174
危険な⽅法で別の選⼿を横切る、または接触し、離れようとする努⼒をせずに、他の選⼿の進⾏を妨げ続ける。︓タイムペナル
ティ

• 91 追加 P174
他の選⼿を故意に標的にして、彼らの進⾏を妨げ、不当な優位性を得て、潜在的に害を及ぼす︓失格。場合によってTRI仲介
裁判所に出場停⽌または除名の報告

• 92 追加 P174
禁⽌された姿勢での乗⾞︓タイムペナルティ。繰り返した場合DSQおよび⼤会からの排除

APPENDIX K ペナルティと違反 B違反



• 101 追加 P174
危険な⽅法で他の選⼿と接触し、離れようとする努⼒をせずに他の選⼿の進⾏を妨げ続ける︓タイ
ムペナルティ

• 102 追加 P175
他の選⼿を故意に標的にして、彼らの進⾏を妨げ、不当な優位性を得て、潜在的に害を及ぼす︓
失格。場合によってTRI仲介裁判所に出場停⽌または除名の報告

APPENDIX K ペナルティと違反 R違反



• 細かな変更多

APPENDIX S トライアスロン形式アリーナ
ゲーム競技規則



APPENDIX T 妊娠中の選⼿のランキング凍結
• ⽬的︓妊娠により競技を中⽌せざるを得ない選⼿の順位を守るため
• 対象︓申請時から⺟になって2年以内あるいは、

20 週を超える妊娠の場合で、申請時から⼦を失ってから 2 年後まで。
• 内容︓スタートリスト作成のランキングは、実際のランキングがより優れていない限り、 申請時に選⼿が占めていた

ランキング。
資格基準に関連する他のすべての条件も変更なし。

新規



APPENDIX Uパラトライ
アスロンミックスリレー

新規

• TRI競技規則適⽤
• スイム125〜150m、 ⾃転⾞で 3.5 〜

4 km、ランニングで 0.8 〜 1 km。
• チームは 4 ⼈の選⼿ (男性 2 ⼈、⼥性

2 ⼈) 
• パラ混合リレースポーツクラスポイント
(PMRSCP)の合計ポイント値が最⼤ 20 
ポイントのスポーツクラスのアスリートで構成



END


